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第１章．ログインする

1．ログイン⽅法

STEP１

下記のURLを実⾏すると、e-Warrantyのログイン画⾯が開きます。
https://warranty.csisolar.co.jp/

STEP２

ログインIDとパスワードを⼊⼒して、「ログイン」ボタンをクリックしてください。

※ID申請⽅法については、「2．ID申請⽅法」 をご覧ください。

STEP３

ログインに成功すると、e-Warrantyのトップページ画⾯が開きます。
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2．ID申請⽅法

ログインIDの取得⽅法は、カナディアン・ソーラー・ジャパン(CSJ)と直接取引がある会社様と、直接取引がない会社様で異なります。

・CSJと直接取引がある会社様は、CSJよりログインIDとパスワードをご通知いたします。

・CSJと直接取引がない会社様は、e-Warrantyシステムを使ってID申請してください。

CSJと直接取引がある会社様 CSJと直接取引がない会社様

CSJより初回ログインID、
初回ログインパスワード配布

e-Warrantyにログイン

管理者代表ユーザー情報登録

保証申請

e-WarrantyでID申請

会社情報、
管理者代表ユーザー情報登録

CSJの承認

ログインID、ログインパスワード
送付

保証申請

-4-



eWarrantyシステム －操作マニュアル－

2．ID申請⽅法
●CSJと直接取引がない会社様のID申請⽅法

STEP１

ログイン画⾯の「ID申請」ボタンをクリックします。

STEP２

利⽤規約画⾯が開きます。内容をお読みになり、画⾯下の「上記の内容に同意します」をチェックして、「次へ進む」ボタンをクリックしてください。
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STEP３

※ 「*」のついている項⽬は、⼊⼒必須です。

①会社情報を⼊⼒してください。
会社名を省略せずに⼊⼒してください。会社名
ハイフン("-")なしの郵便番号を、7桁の半⾓数字で⼊⼒してください。会社郵便番号
都道府県を⼊⼒してください。会社住所1（都道府県）
市区町村を⼊⼒してください。会社住所2（市区町村）
番地を⼊⼒してください。会社住所3（番地）
建物名を⼊⼒してください。会社住所4（建物）
ハイフン("-")をつけて、半⾓数字で⼊⼒してください。会社電話番号
ハイフン("-")をつけて、半⾓数字で⼊⼒してください。FAX番号

② e-Warrantyを利⽤する代表の⽅のお名前とメールアドレスを⼊⼒してください。
姓を全⾓で⼊⼒してください。管理者代表⽒名（姓）
名を全⾓で⼊⼒してください。管理者代表⽒名（名）
全⾓カタカナで⼊⼒してください。管理者代表⽒名カナ（姓）
全⾓カタカナで⼊⼒してください。管理者代表⽒名カナ（名）
所属部署を⼊⼒してください。管理者代表所属部署
メールアドレスを⼊⼒してください。管理者代表メールアドレス

CSJの承認が完了したら、②で⼊⼒されたメールアドレス宛に、「ユーザー登録確認通知」メールが届きます。
メールに記載されたログインIDとパスワードを使って、e-Warrantyにログインしてください。

①

②
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３．パスワード管理

e-Warrantyのログインパスワードは、なくさないよう厳重に管理をお願いします。
また、パスワードはユーザー⾃⾝で変更することができます。 (第５章 ２．ユーザーマスタメンテ をご覧ください。)

●パスワード設定ルール

10⽂字以上で、以下のうち少なくとも3つの⽂字種類を含む (英⼤⽂字、英⼩⽂字、数字、記号! $ # % -)ルール1
メールアドレスの"@"より前の⽂字列の⼀部(3⽂字以上)を含まないことルール2
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４．パスワード再発⾏

パスワードがわからなくなったときは、e-Warrantyのログイン画⾯にある「パスワード再発⾏」ボタンで、パスワードを再発⾏してください。

STEP１

ログイン画⾯で「パスワード再発⾏」ボタンをクリックしてください。

STEP２

ログインIDを⼊⼒し、「パスワード再発⾏」ボタンを押下してください。
e-Warrantyに登録されているメールアドレスに、新しいパスワードが記載されたメールが届きます。
パスワード再発⾏を⾏うと、それまでのパスワードは使えなくなります。

-8-
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第２章．保証申請する

1．保証申請について

e-Warrantyシステムでは、弊社よりご購⼊いただいた製品に対して、保証書の発⾏ができます。
パッケージ製品（UNITY、PLATINUM、QUORCA等）及び2023年9⽉1⽇時点で販売を終了している製品と現⾏製品では申請⽅法が異なります。

※ 「e-Warranty操作マニュアル Ver4.0」では現⾏品の申請を頂く場合の操作説明をしております。
パッケージ製品（UNITY 、PLATINUM、QUORCA等）及び2023年9⽉1⽇時点で販売を終了している製品の保証申請⽅法につきましては、
「e-Warranty操作マニュアル Ver.3.9」をご参照ください。
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現行品の申請はこちらから

UNITYパッケージ・2023年9月1日時点で
販売終了品の申請はこちら

※e-Warranty操作マニュアルVer.3.9参照
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２．保証申請⽅法

STEP１

ログイン後、最初の画⾯のメニューにある「保証情報新規登録」をクリックします。

STEP２
保証情報登録画⾯が開きますので、案件情報を⼊⼒してください。
⼊⼒漏れや、⼊⼒内容に誤りがある場合は、画⾯上部にエラーメッセージが表⽰されます。
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■保証情報登録全体画⾯

-11-
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➁ 申請前確認・同意事項

内容をご⼀読いただきご同意いただける場合は を⼊れてください。

➀ 基本情報の⼊⼒

基本情報の項⽬は保証申請がすべて完了してから⾃動反映されますので、保証申請時の⼊⼒は不要です。
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③ 設置場所情報の⼊⼒

太陽光発電システム設置場所住所を⼊⼒してください。
・郵便番号検索ボタン（1）より住所を⼊⼒する⽅法は下記を参照してください。
・郵便番号はハイフン(“-”)なしの半⾓数字7桁で⼊⼒してください。
※設置住所は後から変更ができません。間違いの無いようご注意ください。
※保証書には設置場所住所が表記されます。
※設置住所（都道府県）（市区町村）（番地）と設置住所（建物）にはそれぞれ全⾓で27⽂字まで⼊⼒可能です。

（1）

■ 郵便番号検索より住所を⼊⼒する⽅法

1）「郵便番号検索」ボタンを押すと
ポップアップが表⽰されます。

2）郵便番号は、ハイフン("-")なしの
半⾓数字7桁で⼊⼒してください。
⾃動的に⼊⼒した郵便番号の住所が
表⽰されます。

3）「反映」ボタンを押すと元の画⾯に
住所が反映されます。
※番地と建物名は⼿⼊⼒してください。
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a. お客様と連絡が取れる電話番号を⼊⼒してください。

b. お客様のご住所を⼊⼒してください。
・郵便番号検索ボタン（1）より住所を⼊⼒する⽅法は前ページを参照してください。
・郵便番号はハイフン(“-”)なしの半⾓数字7桁で⼊⼒してください。
※お客様住所と太陽光発電システム設置場所住所が同⼀の場合は「設置場所住所を下記に⼊⼒」ボタン（２）を押下すると
 お客様住所欄に太陽光発電システム設置場所住所情報が⾃動反映されます。（下図参照）

c. お客様のお名前を（姓）と（名）に⼊⼒してください。
※保証書にはお名前の姓と名の間にスペースが挿⼊された状態で表記されます。
※お名前（姓）とお名前（名）には合わせて全⾓で43⽂字まで⼊⼒可能です。

d. お客様名のフリガナを全⾓カタカナで（姓）と（名）に⼊⼒してください。
※フリガナ欄に数字は⼊⼒できません。

④ お客様情報の⼊⼒

-13-

（1）
（2）

a

b

c
d

■ 設置場所住所を連絡先住所に反映する⽅法
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⑤ 保証開始⽇の⼊⼒

a.モジュール製品のみ、電材品のみの内容で申請される場合は、「⼯事完了⽇」を⼊⼒してください。
b.太陽光発電システム⼀式で申請される場合は「⼯事完了⽇」と「系統連系⽇」を⼊⼒してください。

・⼊⼒された⽇付と、「CSJからの納品⽇（⾃動⼊⼒）」から、それぞれの製品の【保証開始⽇】、【製品（出⼒）保証終了⽇】が⾃動設定されます。
※⼯事完了⽇、系統連系⽇、いずれも未来の⽇付は⼊⼒できません。

⑥ 製品情報の⼊⼒

製品情報の⼊⼒⽅法は下記2通りの⽅法がございます。

1．保証申請⽤番号若しくは販売番号若しくは通し番号を使⽤して製品情報を反映する⽅法
2．すべて⼿動で⼊⼒する⽅法

⼊⼒中のデータを⼀時保存し、次のステップにお進みください。
画⾯上部の「⼀時保存」ボタンをクリックしてください。

⼀時保存が完了すると、完了メッセージが表⽰されます。

-14-

a,b b 弊社出荷情報から自動反映



eWarrantyシステム －操作マニュアル－

＜保証申請⽤番号若しくは販売番号若しくは通し番号を使⽤して製品情報を⼊⼒する場合＞

-15-

保証申請⽤番号または販売番号または通し番号を⼊⼒して、受注データ反映ボタンをクリックしてください。

・保証申請⽤番号とは【J】から始まる10桁の番号もしくは【008】から始まる10桁の番号です。（例）J123456-00、0081234567

・販売番号とは【001】から始まる10桁の番号です。（例）0017654321

・通し番号とは【アルファベット】【半⾓ハイフン】から始まる12桁の番号です。 （例）D-2023123456

※保証申請⽤番号・販売番号・通し番号は納品書に記載しております。納品書の⾒本は次ページをご参照ください。

受注情報に含まれるモジュール、パワーコンディショナ（蓄電池）の情報と、各製品の保証年数が⾃動⼊⼒されます。
尚、保証申請⽤番号または販売番号または通し番号を使⽤して製品情報の⼊⼒をした後、⼿動で製品の追加・削除も可能です。

製品情報の⼿動追加、削除は P.19＜⼿動で⼊⼒する場合＞ の⼿順をご確認ください。

※下記の製品については反映されませんので、⼿⼊⼒が必要です。
・使⽤架台
・屋根種類
・架台メーカー

0080818001
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■納品書について

・保証申請⽤番号、販売番号、通し番号と案件名については納品書で確認が出来ます。
・納品書については3種類ございます。

① 納品書①（現場納品書） ※保証申請⽤番号のみ記載
…注⽂いただいた部材が現場に納品される際に添付され、保証申請⽤番号が記載されている納品書

③ 納品書②（得意先納品書）※保証申請⽤番号、販売番号記載
…部材の受領が確認された後に弊社から注⽂頂いた得意先に発⾏され、保証申請⽤番号と販売番号が記載されている納品書

※保証申請に使⽤できる保証申請⽤番号が記載されている納品書は、上記②③です。品番にPAC-●●●が記載されています。

〜① 納品書①（現場納品書）⾒本 ※保証申請⽤番号のみ記載 〜

※CSJ-NL240703A_「ご注⽂承諾のお知らせメール」と「納期回答書」の廃⽌のお知らせ のご案内⽂をもって、
納期回答書の対応は中⽌となりました。

■保証申請⽤番号
こちらに記載している番号が、保証申請⽤番号となります。
【J】から始まる番号若しくは【008】から始まる10桁の番号となります。
この場合は【0080000000】となります。

-16-

得意先納品書
見 本
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〜③ 納品書②（得意先納品書）⾒本 ※保証申請⽤番号、販売番号、通し番号記載〜

-17-

得意先納品書
見 本

■販売番号
こちらに記載している番号が、販売番号となります。
【001】から始まる10桁の番号になります。
この場合は【0017654321】となります。

■保証申請⽤番号
こちらに記載している番号が、保証申請⽤番号となります。
【008】から始まる10桁の番号になります。
この場合は【0080000000】となります。

■通し番号
こちらに記載している番号が、通し番号となります。
【アルファベット】【半⾓ハイフン】から始まる12桁の番号になります。
この場合は【D-2023123456】となります。
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＜⼿動で⼊⼒する場合＞

■モジュール製造番号の⼊⼒

モジュール製造番号は、別の画⾯でCSVファイル取込、フラッシュレポート（Excel）取込、または⼿⼊⼒(エクセル等からのコピー貼付けも可能)します。

1）取込画⾯表⽰

画⾯中央付近にある「モジュール製品照会／取込」ボタンをクリックすると、モジュール製品取込画⾯に切り替わります。
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2）モジュール取込

モジュールシリアルの取込⽅法は3つございます。

a. フラッシュレポート（CSV）から取込む場合
b. フラッシュレポート（Excel）から取込む場合
c. ⼿⼊⼒または、コピー貼付けで取込む場合

詳細は次ページをご参照ください。

（1）ボタン説明

※製造番号を取込む際、同じ製造番号が存在すると取込を⾏いません。
※モジュール取込は枚数が多いほど処理時間が⻑くなります。処理が終わるまでe-Warranty上で操作は⾏わないでください。

取込ファイル（CSV）、取込ファイル（Excel）と製造番号(貼付／⼿⼊⼒⽤)に
⼊⼒された製造番号をすべて追加取込します。追加取込

取込ファイル（CSV）、取込ファイル（Excel）と製造番号(貼付／⼿⼊⼒⽤)の
製造番号をすべて取込み、取込済の製造番号と置き換えます。置換取込

取込済の製造番号をすべて削除します。削除

(a)
(b)

(1)

(c)
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＜a.フラッシュレポート（CSV）から取込む場合＞

STEP１

「ファイルを選択」ボタン（a）をクリックし、e-Warrantyで出⼒した製造番号CSVファイルを選択します。
※製造番号CSVファイルの出⼒⽅法は第6章 １．モジュールシリアルファイル出⼒を参照してください。

STEP2

「追加取込」または「置換取込」ボタン（1）をクリックします。

(製造番号CSVファイル⾒本)

＜b.フラッシュレポート（Excel）から取込む場合＞

STEP１

「ファイルを選択」ボタン（b）をクリックし、CSJから発⾏されたフラッシュレポートExcelファイルを選択します。

STEP2

「追加取込」または「置換取込」ボタン（1）をクリックします。

(フラッシュレポートExcelファイル⾒本)

見 本

見 本
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＜c.⼿⼊⼒または、コピー貼付で取込む場合＞

STEP１

製造番号（貼り付け/⼿⼊⼒）欄（c）に製造番号を⼊⼒します。
エクセルデータ等からコピー貼付けも可能です。製造番号１件ごとに、改⾏してください。

STEP2

「追加取込」または「置換取込」ボタン（1）をクリックします。
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3）モジュール取込後

「追加取込」または「置換取込」ボタン押下後、取り込まれた製造番号が⼀覧表⽰されます。

〜エラーが無い場合〜

取込エラーが無い場合は⻘⾊の処理が終了したメッセージのみが表⽰されます。

モジュール製品の製造番号取込が終わったら、「前画⾯へ戻る」ボタンをクリックして、保証情報登録画⾯に戻ります。

モジュール型名、モジュール枚数、モジュール製品保証年数、モジュール出⼒保証年数、公称合計値、測定合計値が⾃動表⽰されます。
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〜エラーが有る場合〜

取込エラーがある場合は、画⾯上部、または取り込んだ製造番号の各⾏に、エラーメッセージが表⽰されます。
・画⾯上部に⾚⾊でエラーメッセージが表⽰されている場合は、その製造番号は保証申請できません。
 (⻘⾊のメッセージは、処理が終わったことをお知らせするメッセージです。エラーではありません。)

〜エラー内容の確認⽅法〜

モジュール取込時にエラーが発⽣した場合、エラー内容をCSV出⼒する事が可能です。
検索条件の「CSV出⼒」ボタンをクリックすると、取り込んだモジュール製造番号と取込結果のCSVが出⼒されます。
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〜取り込んだ製造番号の検索〜

・取込後、取り込んだ製造番号を検索することができます。
・製造番号を⼊⼒、または取込結果プルダウンで「正常のみ」「エラーのみ」を選択して「検索」ボタンをクリックすると、検索結果が⼀覧表⽰されます。
・「クリア」ボタンをクリックすると、取り込んだ製造番号が再び全件表⽰されます。

取り込んだ製造番号にエラーがあった時の対応⽅法

エラーがあった製造番号のみを削除することができません。エラーがあった場合は正しい製造番号に変更して置換取込をしてください。

＜フラッシュレポート（CSV）またはフラッシュレポート（Excel）から取り込んだ場合＞

STEP１

取込んだ製造番号でエラー表⽰された製造番号を確認する。
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STEP2

取込んだデータの中からエラー表⽰された製造番号を確認する。

<Excelデータ> <CSVデータ>

STEP3

エラー表⽰された製造番号を正しい製造番号に修正して上書き保存する。

<Excelデータ> <CSVデータ>
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STEP4

取込ファイル（フラッシュレポートExcel、CSV）で正しい製造番号に修正したフラッシュレポートをファイル選択で選択し
「置換取込」ボタンをクリックして取込が完了となります。
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＜⼿⼊⼒で取り込んだ場合＞

STEP１

CSV出⼒したデータをExcelに貼り付ける

STEP2

新規にExcelを起動して製造番号部分のみコピーして正しい製造番号を⼊⼒する。

正しい製造番号を入力する
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STEP3

製造番号部分をコピーして製造番号（貼り付け/⼿⼊⼒）に貼り付けて「置換取込」ボタンをクリックする。

STEP4

取込が完了となります。
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■その他製品の⼊⼒

パワーコンディショナ、蓄電池は「その他製品」欄に⼊⼒します。
尚、アクセサリ品に該当する接続箱、リモコン、延⻑ケーブルの⼊⼒は不要です。

1．「その他製品を⼊⼒」ボタンをクリックすると、製品⼊⼒欄が出てきます。

2．「製品」のプルダウンから、製品区分を選択してください。 （パワーコンディショナ、蓄電ユニット、蓄電池関連部材のいずれか）

・「型名」をプルダウンから選択してください。

・「製造番号」を英数半⾓⽂字で⼊⼒してください。（ハイフン（“-”）も⼊⼒できます。）
※製造番号を⼊⼒する時にスペースは⼊⼒しないようにしてください。

3．パワーコンディショナ、蓄電池が2台以上ある場合は「⾏追加」ボタンで⼊⼒⾏を増やすことができます。

4．⼊⼒した製品を削除したい場合は、⼊⼒⾏右側の「×」をクリックすると削除ができます。

-28-

〜製造番号⼊⼒でよくある間違い〜

・製造番号にアルファベットがある場合のアルファベット未⼊⼒

・製造番号にアルファベットがある場合の数字とアルファベットの間にスペースを⼊⼒してしまっている

・製造番号にアルファベットがある場合の⽂字⼊⼒間違い
例）O（オー）を0（ゼロ）で⼊⼒

・製造番号の桁不⾜

1

2

3

4



eWarrantyシステム －操作マニュアル－
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⑦ 使⽤架台・屋根種類・架台メーカーの⼊⼒

■「使⽤架台」プルダウン

※カナディアンソーラーから購⼊している架台と購⼊していない架台両⽅使⽤している場合は、「CSJより購⼊している」を選択してください。

■ CSJより架台を購⼊している場合

「屋根種類」と「架台メーカー」の⼊⼒が必須になります。(どちらも３件まで⼊⼒できます。)
「屋根種類1」をプルダウンから選択すると、選択した屋根種類に対応する架台メーカーだけが、「架台メーカー1」のプルダウンにセットされます。

■ CSJより架台を購⼊していない場合
「屋根種類」のみ表⽰されます。屋根種類をプルダウンから選択してください。(３件まで⼊⼒できます。)

※カナディアンソーラーから購⼊している架台と購⼊していない架台の両⽅を使⽤している場合は、カナディアンソーラーから購⼊している
架台のみ選択し、カナディアンソーラーから購⼊していない架台は選択しないでください。

⑧ 施⼯者情報の⼊⼒

パワーコンディショナ単体・蓄電池単体、若しくは太陽光発電システム⼀式で保証申請される場合、施⼯者情報の⼊⼒が必須になります。

・施⼯者IDを半⾓英数字で⼊⼒してください。
・施⼯者名を正しく⼊⼒してください。
・施⼯者名の姓と名の間にスペースは不要です。

〜施⼯者情報⼊⼒でよくある間違い〜

・アルファベットを全⾓で⼊⼒ ⇒ 半⾓⼊⼒が正

・アルファベットI（アイ）を数字の1（イチ）で⼊⼒ ⇒  アルファベットI（アイ）が正

・施⼯者⽒名の漢字間違い
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⑩ 販売店様情報の⼊⼒

・販売店様の情報を⼊⼒してください。
・販売店が申請者と所属している会社と同じ場合は、販売店様情報の⼊⼒欄にある「申請者所属会社情報を下記に⼊⼒」ボタン
（①）をクリックしてください。申請者様の会社マスタ情報が⾃動⼊⼒されます。
・「販売店検索」ボタン（②）を押すと事前に登録した販売店マスタ情報より販売店情報を反映する事が出来ます。
※販売店マスタについては第5章 ４.販売店マスタを参照してください。

⑨ 申請者情報

ログインして保証申請される⽅の情報が⾃動表⽰されます。

⑪ 備考の⼊⼒
「申請者様⽤メモ欄」は申請者様側で管理出来るメモ項⽬となります。
※その他連絡事項等に⼊⼒した内容は保証書には記載されません。
※当社でその他連絡事項等を確認する事は⾏いませんのでご注意ください。

① ②
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検索条件
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⑫ 申請

・すべての項⽬を⼊⼒し終わったら、画⾯上部の「申請」ボタンをクリックしてください。

〜⼊⼒内容に問題がない場合〜

・登録確認メッセージが上部に表⽰されます。内容に誤りがないか確認してください。
・画⾯最下部のチェックボックスにチェックを⼊れ「確定」ボタンをクリックしてください。

・もう⼀度⼊⼒する場合は、画⾯上部「戻る」ボタンをクリックしてください。

・登録処理が終わると、完了メッセージが表⽰されます。

・基本情報内のステータスは、「⼀時保存」から「保証書発⾏可能」になります。
 (ステータスについては 「６．ステータスについて」をご覧ください。)
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〜⼊⼒漏れ、⼊⼒内容に誤りがある場合〜

保証情報登録画⾯で「申請」ボタンをクリックした際に、画⾯上部にエラーメッセージが⾚⾊で表⽰され、エラーの項⽬が⾚くなります。
このようなメッセージがどれか１件以上表⽰された場合は、保証の申請が完了できません。エラーメッセージに従って⼊⼒内容を修正してください。

・モジュールの製造番号⼊⼒にエラーがある場合、画⾯上部にエラーメッセージが表⽰されます。
 ⼀時保存を⾏ってから、「モジュール製品照会・取込」ボタンをクリックして、モジュール製品の⼊⼒内容を修正してください。

-32-

・パワーコンディショナ、蓄電池の型名、製造番号⼊⼒にエラーがある場合は、⼊⼒各⾏にもエラーメッセージが表⽰されます。
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保証情報登録画⾯で「申請」ボタンをクリックした際に、画⾯上部に以下のようなメッセージが⻩⾊で表⽰される場合があります。

「確認できない製造番号が存在します。」

「同じ保証情報の中に、異なる得意先の製造番号が存在します。」

このようなメッセージがどれか１件以上表⽰された場合は、保証の申請が完了できません。CSJに確認を依頼をしてください。
画⾯上部に「CSJ確認依頼」ボタンが表⽰されますので、クリックしてください。
その後、確認メッセージが表⽰されますので、「確定」ボタンをクリックしてください。

ステータスは「CSJ確認依頼中」となります。
 (ステータスについては 「６．ステータスについて」をご覧ください。)

確定ボタン押下後、申請者様メールアドレス宛に「確認依頼通知」メールが届きます。
保証情報の内容をCSJで確認し、あらためてご連絡をいたしますので、しばらくお待ちください。

-33-

〜「CSJ確認依頼」となる場合〜
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・「申請」が完了すると、申請者様メールアドレス宛に「保証書発⾏通知」メールが届きます。

＜メールサンプル＞
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３．保証書発⾏

保証情報登録画⾯で「申請」が完了すると、保証書発⾏が可能になります。

保証情報登録画⾯上部の「参照画⾯」ボタンをクリックしてください。

保証情報参照画⾯上部の「保証書印刷」ボタンをクリックすると、保証書をダウンロードできます。
(保証情報参照画⾯については、「第３章 ４．参照、編集ボタンについて」 をご覧ください。)

保証書印刷を⾏うと、ステータスは「保証書発⾏済」となります。
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＜保証書サンプル＞

●製品保証書（表紙）

●製品保証書_規約（Ku＆HiKuモジュール⽤（ブラックフレーム））
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●製品保証書_規約（パワコンシステム⽤）

●製品保証書_規約（EP Cubeシステム⽤）
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４．出⼒対⽐表発⾏

・保証情報登録の中で、お客様名の⼊⼒とモジュール製品取込を⾏うと、出⼒対⽐表がダウンロードできるようになります。
※出⼒対⽐表は、お客様⽒名の⼊⼒とモジュール製品取込を⾏っていれば⼀時保存ステータスでも発⾏可能です。

保証情報⼀覧画⾯で該当案件の「参照」ボタンをクリックすると、保証情報参照画⾯が開きます。
 (検索の⽅法は、「第３章 １．検索⽅法」をご覧ください。)

・型式違いのモジュールを取り込んだ場合でも出⼒対⽐表を作成することが可能です。
・型式違いのモジュールを取り込んだ場合、出⼒される出⼒対⽐表はそれぞれの型式ごとに発⾏されます。

〜 保証未申請の場合 〜

STEP１

メインメニューの「保証情報⼀新規登録」をクリックします。

STEP2

-38-

お客様名を⼊⼒して「⼀時保存」ボタンをクリックします。画⾯上部の「⼀時保存」ボタンをクリックしてください。

※出⼒対⽐表にはお名前の姓と名の間にスペースが挿⼊された状態で表記されます。
※お名前（姓）とお名前（名）には合わせて全⾓で43⽂字まで⼊⼒可能です。

⼀時保存が完了すると、完了メッセージが表⽰されます。
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STEP3

STEP4

モジュールシリアル情報を取り込む

取込画⾯表⽰

「製品情報」の欄にある「モジュール製品照会／取込」ボタンをクリックすると、モジュール製品取込画⾯に切り替わります。

モジュール取込⽅法

モジュールシリアルの取込⽅法は3つございます。

1. フラッシュレポート（CSV）から取込む場合
2. フラッシュレポート（Excel）から取込む場合
3. ⼿⼊⼒または、コピー貼付けで取込む場合

取込⽅法の詳細はP.19 2）〜P.22ページをご参照ください。
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画⾯上部の「参照画⾯」ボタンをクリックしてください。

(保証情報参照画⾯については、「第３章 ４．参照、編集ボタンについて」 をご覧ください。)

■画⾯上部の「出⼒対⽐表印刷」ボタンをクリックしてください。

STEP5
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〜 保証書発⾏済の場合 〜

ステータスが「保証書発⾏可能」となった後で、出⼒対⽐表を発⾏する場合は、参照画⾯より出⼒対⽐表を出⼒することができます。

STEP１

保証情報⼀覧画⾯で、出⼒対⽐表が必要な保証情報を検索し、「参照」ボタンをクリックして保証情報参照画⾯を開きます。

STEP2

保証情報参照画⾯で、画⾯上部の「出⼒対⽐表印刷」ボタンをクリックしてください。
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＜出⼒対⽐表 サンプル＞

-41-

※型式違いのモジュールを取り込んだ場合、出⼒される出⼒対⽐表はそれぞれの型式ごとに発⾏されます。
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５．出荷証明書発⾏
・保証情報登録の中で、情報の⼊⼒を⾏うと出荷証明書がダウンロードできるようになります。
※出荷証明書は、⼀時保存ステータスでも発⾏可能です。
※保証情報⼀覧画⾯で該当案件の「参照」ボタンをクリックすると、保証情報参照画⾯が開きます。

(検索の⽅法は、「第３章 １．検索⽅法」をご覧ください。)
※「保証情報新規登録（UNITYパッケージ・販売終了品専⽤）」からは発⾏ができません。

〜 保証未申請の場合 〜

STEP１

P10〜42を参考に保証情報の⼊⼒をし、⼀時保存をします。

STEP2

「参照画⾯」押下します。
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「未保証の内容は廃棄されますが、よろしいですか︖」と案内が出ますが、STEP１で⼀時保存をしているため、「OK」を選択してください。

「出荷証明書印刷」を選択してください。
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出荷証明書印刷画⾯に切り替わります。画⾯上部の「出荷証明書出⼒」ボタンをクリックしてください。

※内容を修正される場合は「戻る」を選択し、「編集画⾯」を選択し修正をしてください。
※保証書の⼊⼒が⼀時保存の状態の場合は、保証書番号は「CSJ-CS20XXXXXXXX(保証書番号は後⽇確定予定）」と記載されます。

-43-

STEP3

STEP4
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〜 保証書発⾏済の場合 〜

ステータスが「保証書発⾏可能」となった後で、出荷証明書を発⾏する場合は、参照画⾯より出荷証明書を出⼒することができます。

STEP１

保証情報⼀覧画⾯で、出荷証明書が必要な保証情報を検索し、「参照」ボタンをクリックして保証情報参照画⾯を開きます。

STEP2

保証情報参照画⾯で、画⾯上部の「出荷証明書印刷」ボタンをクリックしてください。

出荷証明書印刷画⾯に切り替わります。画⾯上部の「出荷証明書出⼒」ボタンをクリックしてください。
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＜出荷証明書 サンプル＞

-45-

項⽬説明
システムパッケージ型番が表⽰されます。⼊⼒されているパワーコンディショナ型名、
蓄電ユニットの台数により型番が異なります。蓄電システムパッケージ製番

登録したパワーコンディショナの型名が表⽰されます。パワーコンディショナ
登録した蓄電ユニットの型名が表⽰されます。
4台まで登録することができます。登録された台数分、表⽰されます。蓄電ユニット

システムパッケージ、パワーコンディショナ、蓄電ユニットそれぞれのシリアル番号が表⽰されます。シリアル番号
保証書管理番号が表⽰されます。
⼀時保存の場合は「CSJ-CS20XXXXXXXX（保証書番号は後⽇確定予定）」と表⽰されます。
保証申請済の場合は発⾏された保証書の保証管理番号が表⽰されます。

保証管理番号
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６．ステータスについて

e-Warrantyシステムの保証情報は申請、更新等の操作によって、以下のステータスが設定されます。

説明ステータスNO

保証情報を申請する際、⼊⼒の途中でデータを⼀時保存できます。
画⾯の「⼀時保存」ボタン押下で⾃動的にステータスが設定されます。
保証情報登録画⾯で「モジュール製品照会／取込」ボタンを押下する前には、必ず⼀時保存をする必要
があります。

⼀時保存01

保証情報申請時に「CSJ確認依頼」を⾏うと、このステータスが設定されます。
CSJからの連絡メールが届くまで、しばらくお待ちください。CSJ確認依頼中02

保証情報申請が完了し、保証書が発⾏可能となった後に、案件情報の変更が
必要となったとき、CSJに変更依頼を⾏うと、このステータスが設定されます。
「変更依頼」については、「第４章 １．保証内容変更⽅法」をご覧ください。

CSJ修正依頼中03

CSJが変更依頼を受けて修正を⾏っている間、このステータスが設定されます。
CSJからの連絡メールが届くまで、しばらくお待ちください。CSJ修正中04

CSJが保証不可と判断した案件に対して設定します。
保証不可となったときは、申請者様に通知メールが届きます。保証不可05

保証情報申請が完了すると、このステータスが設定され、保証書をダウンロードできるようになります。
保証書発⾏可能となった後は、保証内容を変更できません。保証書発⾏可能06

「保証書印刷」ボタンをクリックして保証書をダウンロードすると、このステータスが⾃動で設定されます。
保証書は何度でもダウンロードできます。保証書発⾏済07
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７．メール送信について

保証申請、または保証情報を更新した際に、案件のステータスに応じて各種通知メールが申請者様メールアドレス宛に届きます。
保証内容に誤りがないか、ご確認をお願いします。

送信メールのタイトルステータスNO

ー⼀時保存01

CSJ確認依頼通知[保証管理番号]CSJ確認依頼中02

CSJ変更依頼通知[保証管理番号]CSJ修正依頼中03

ーCSJ修正中04

保証申請不可通知[保証管理番号]保証不可05

保証書発⾏通知[保証管理番号]
案件内容変更通知[保証管理番号] ※
※保証情報の変更を⾏い、「CSJ修正依頼中」から再度「保証発⾏可能」になった場合

保証書発⾏可能06

ー保証書発⾏済07

【eWarranty】お問合せフォーム[保証管理番号]共通08 
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検索項⽬
保証管理番号
保証情報ステータス
保証書発⾏⽇
保証書発送⽇
保証書発⾏回数
申請種類
保証書種類
お客様お名前
お客様お名前（フリガナ）
お客様住所（お住まい）
お客様電話番号（ハイフン無し）
太陽光発電システム設置場所住所
系統連系⽇
⼯事完了⽇
CSJからの納品⽇
保証開始⽇
モジュール製品保証終了⽇
モジュール出⼒保証終了⽇
その他製品保証開始⽇
その他製品保証終了⽇
モジュール型名
モジュール枚数
施⼯者ID
販売店名

第３章．保証情報検索する

１．検索⽅法

1）検索項⽬をプルダウンから選択
・「次を含む」…⼊⼒された⽂字を含むデータを検索します。
・「前⽅⼀致」…⼊⼒された⽂字から始まるでーたを検索します。

※検索項⽬を追加して、複数の検索条件を設定した場合は、
その条件をすべて満たす保証情報が検索されます。

検索項⽬は以下項⽬より選択してください。

②①

④

③

⑤

① 検索項⽬をプルダウンから選択し、検索条件を⼊⼒してください。
保証管理番号「CSJ-CSCM20170006」を検索したい場合は、検索項⽬から「保証管理番号」を検索し、
右の⼊⼒欄に「CSJ-CSCM20170006」と⼊⼒します。(コピー貼付もできます。)
「検索」ボタンを押すと、検索結果が⼀覧表⽰されます。
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「＋」をクリックすると検索項⽬を
追加できます。

（最⼤3個まで）
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2）右の⼊⼒欄に検索したい条件を⼊⼒して「検索」ボタンを押します。

3）検索条件に合った保証情報が表⽰されます。
※検索条件に合った案件が無い場合は何も表⽰されません。
※検索条件を未⼊⼒のまま検索を⾏うと、⼀時保存以外の全案件が表⽰されます。

※製造番号が選択されると、ポップアップ画⾯が閉じ、
その製造番号を含む保証情報案件が、⼀覧に表⽰されます。

⑤ 「検索条件クリア」ボタンをクリックすると、設定した検索条件がすべてクリアされます。

② 「⼀時保存データを含む」をチェックすると、⼀時保存データを含んだ状態で検索⼀覧に表⽰されます。
③ 「複数商流のみ」をチェックすると、複数商流の保証情報だけが⼀覧に表⽰されます。
④ 保証申請された製造番号で、⼀時保存データを含む保証情報を検索できます。

ボタンをクリックすると、製造番号⼀覧画⾯がポップアップ表⽰されますので、製造番号を選択してください。
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保証管理番号、
商品区分（モジュール、パワコン等）、
製造番号の条件で検索できます。

マークをクリックして、該当の
製造番号を選択してください。
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２．保証情報CSVについて

検索結果⼀覧に表⽰された保証情報をCSVファイルでダウンロードすることができます。

STEP１

保証情報検索を⾏ってから、「保証情報CSV」ボタンをクリックします。

STEP２

CSVファイルダウンロードのダイアログが表⽰されます。
(お使いのブラウザによって、ダイアログの表⽰は異なります。)
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加奈陀太朗
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３．製造番号CSVについて

各保証情報に登録された製造番号を、CSVファイルでダウンロードすることができます。

STEP１

各案件の右端にある「製造番号CSV」ボタンをクリックします。

STEP２

CSVファイルダウンロードのダイアログが表⽰されます。
(お使いのブラウザによって、ダイアログの表⽰は異なります。)
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４．参照・編集ボタンについて

各⾏の保証情報案件のステータスに応じて、「参照」ボタン、「編集」ボタンが表⽰されます。

・「参照」ボタンをクリックすると、保証情報参照画⾯が開き、登録内容を確認できます。
保証情報参照画⾯では「保証書印刷」、「出⼒対⽐表印刷」、「製造番号CSV出⼒」ができます。
「参照」ボタンは、全件に表⽰されます。

➀保証情報参照画⾯の【編集画⾯】ボタン（①）から保証情報登録画⾯へ、
➁保証情報登録画⾯の【参照画⾯】ボタン（②）から保証情報参照画⾯に移動する事が可能です。

①

・「編集」ボタンをクリックすると、保証情報登録画⾯が開きます。
 こちらの画⾯では⼊⼒内容の編集が可能です。
但し、ステータスが「保証書発⾏可能」、「保証書発⾏済」の場合、保証情報は編集ができません、
さらに、ステータスが「CSJ確認依頼中」、「CSJ修正依頼中」、「CSJ修正中」、の保証情報は、「編集」ボタン⾃体表⽰されません。

(ステータスについては 「第２章 ６．ステータスについて」をご覧ください。)

-52-

②
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第４章．保証書内容変更依頼をする

１．保証内容変更⽅法

⼀度保証申請を完了した後で、保証内容に変更が⽣じた場合は、申請者様が登録内容を変更することはできません。
申請者様にはe-Warranty上から変更依頼を⾏っていただき、CSJが内容を確認の上、データ修正をいたします。
変更依頼の際にファイルを添付する事が可能です。

※CSJより変更依頼時にファイルの添付を依頼する事がございます。
※5MB以下のファイルが添付可能です。

STEP１

保証情報⼀覧画⾯で、変更が必要な保証情報を検索し、「参照」または「編集」ボタンをクリックして保証情報登録画⾯を開きます。

STEP２

画⾯上部の「お問い合わせはこちら」ボタンをクリックします。
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STEP3

「ご依頼内容」を選択してください。

■ご依頼内容の説明

-54-

連絡先住所や所有されているお客様のお名前が変更になった場合、
こちらを選択の上、ご依頼ください。お客様情報変更依頼

保証申請されている製品の⼊れ替え（メンテナンス対応等の理由により）があった場合、
こちらを選択の上、ご依頼ください。部材内容変更依頼

上記以外の項⽬において、保証申請時の⼊⼒漏れ、誤⼊⼒等があった場合、
こちらを選択の上ご依頼ください。その他保証情報変更依頼

保証情報の変更ではなく、e-Warrantyの操作や登録⽅法について不明点がある場合、
こちらを選択の上、お問合せください。登録に関するお問合せ

STEP4

STEP3で選択いただいたご依頼内容に応じ、⼊⼒内容が変わります。
 次ページ以降で、ご依頼内容ごとの⼊⼒⽅法、⼿順をご説明します。
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＜「お客様情報変更依頼」を選択した場合＞

お客様情報ご変更内容を⼊⼒する項⽬が出ますので、内容変更が必要な箇所のみ⼊⼒をしてください。
※設置住所は⼀度申請した後の変更はできません。

添付したいファイルがある場合、5MBまでのファイルを添付することができます。

「ファイルの選択」ボタンから添付したいデータを選択いただくか、添付するデータを「ファイルを選択」ボタンの上にドラッグすると添付ができます。
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STEP1

STEP2
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STEP3

変更依頼を⾏うと、ステータスが「CSJ修正依頼中」になり、ご依頼者様のメールアドレス宛に依頼受領の通知が届きます。

CSJの修正が完了すると、ステータスは再び「保証書発⾏可能」となり、申請者様宛に「保証書再発⾏通知」メールが届きます。

※「保証書再発⾏通知」メールが届きましたら、必要に応じ保証書を再度ダウンロードください。
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「送信」ボタンをクリックします。

STEP4

CMP-0000000 ABC株式会社
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＜「部材内容変更依頼」を選択した場合＞

部材内容ご変更内容を⼊⼒する項⽬が出ますので、下記項⽬⼊⼒をしてください。

・変更理由
・交換製品現在場所

交換した製品の情報を⼊⼒します。
※交換した製品が複数ある場合は「⾏追加」ボタンで複数⼊⼒が可能です。
※交換製品が多数あり、⼊⼒がし切れない場合、資料添付で対応も可能です。こちらの項⽬は⼊⼒せず、STEP3にお進みください。
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STEP1

STEP2

■項⽬の⼊⼒⽅法

交換したい製品の製品区分を選択してください。
モジュール、パワーコンディショナ、蓄電ユニットのいずれかから選択可能です。製品

保証情報に登録されている製品型式がプルダウンから選択可能です。交換前型名

交換前製品の製造番号を⼿動で⼊⼒ください。交換前製造番号

交換後の製品型式をプルダウンから選択してください。
※モジュールを交換した場合、交換前のモジュールと同シリーズのみがプルダウンに表⽰されます。交換後型名

交換後製品の製造番号を⼿動で⼊⼒ください。交換後製造番号
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STEP3

変更依頼を⾏うと、ステータスが「CSJ修正依頼中」になり、ご依頼者様のメールアドレス宛に依頼受領の通知が届きます。

CSJの修正が完了すると、ステータスは再び「保証書発⾏可能」となり、申請者様宛に「保証書再発⾏通知」メールが届きます。

※「保証書再発⾏通知」メールが届きましたら、必要に応じ保証書を再度ダウンロードください。
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STEP5

CMP-0000000 ABC株式会社

添付したいファイルがある場合、5MBまでのファイルを添付することができます。
「ファイルの選択」ボタンから添付したいデータを選択いただくか、添付するデータを「ファイルを選択」ボタンの上にドラッグすると添付ができます。

※STEP2で、交換製品の情報を直接⼊⼒されていない場合、こちらの添付ファイルに 交換前製品、交換後製品の情報が分かる資料を
 添付してください。

STEP4

「送信」ボタンをクリックします。
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＜「その他保証情報変更依頼」を選択した場合＞

ご変更依頼内容を⼊⼒する項⽬が出ますので、下記項⽬⼊⼒をしてください。

・変更内容
・変更理由

添付したいファイルがある場合、5MBまでのファイルを添付することができます。

「ファイルの選択」ボタンから添付したいデータを選択いただくか、添付するデータを「ファイルを選択」ボタンの上にドラッグすると添付ができます。
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STEP1

STEP2
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STEP3

変更依頼を⾏うと、ステータスが「CSJ修正依頼中」になり、ご依頼者様のメールアドレス宛に依頼受領の通知が届きます。

CSJの修正が完了すると、ステータスは再び「保証書発⾏可能」となり、申請者様宛に「保証書再発⾏通知」メールが届きます。

※「保証書再発⾏通知」メールが届きましたら、必要に応じ保証書を再度ダウンロードください。
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「送信」ボタンをクリックします。

STEP4

CMP-0000000 ABC株式会社
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＜「登録に関するお問合せ」を選択した場合＞

お問合せ内容を⼊⼒する項⽬が出ますので、内容を具体的に⼊⼒ください。

添付したいファイルがある場合、5MBまでのファイルを添付することができます。

「ファイルの選択」ボタンから添付したいデータを選択いただくか、添付するデータを「ファイルを選択」ボタンの上にドラッグすると添付ができます。
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STEP1

STEP2
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STEP3

お問合せを頂くと、ご依頼者様のメールアドレス宛に依頼受領の通知が届きます。

弊社にて内容を確認し、順次ご回答させていただきます。
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「送信」ボタンをクリックします。

STEP4

加奈陀 太朗

加奈陀 太朗

taro.Canada@abc.jp
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第５章．マスタメンテナンス

１．会社マスタメンテ

e-Warrantyに登録された申請者様の会社情報に変更が⽣じた場合は、会社マスタメンテ画⾯で登録内容を修正してください。

※会社管理者代表権限のユーザーのみ、修正可能です。 (権限については、「２．ユーザーマスタメンテ」 をご覧ください。)

STEP１

「会社マスタメンテ」をクリックしてください。

STEP２

会社マスタメンテ画⾯が開きますので、「編集」ボタンをクリックします。
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STEP３

社名、住所など、変更内容を⼊⼒して、「実⾏」ボタンをクリックします。
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概要権限NO
e-Warrantyシステムの利⽤責任者です。会社に１⼈、必ず設定します。
(CSJと直接取引のない会社様の場合は、ID申請時に⼊⼒された代表者の⽅にこの
権限が設定されます。)
① 保証申請機能
② ⾃社で申請した全保証情報の閲覧・編集ができます。
③ ⾃社のe-Warrantyユーザーの登録、更新
④ ⾃社の会社情報の変更

会社管理者代表A

e-Warrantyでの業務を管理するユーザーです。複数⼈設定できます。
① 保証申請機能
② ⾃社で申請した全保証情報の閲覧・編集ができます。
③ ⾃社のe-Warrantyユーザーの登録、更新

会社管理者B

e-Warrantyで保証情報を申請、更新するユーザーです。
① 保証申請機能
② ⾃社で申請した全保証情報の閲覧・編集ができます。

会社 ⼀般(権限あり)C

e-Warrantyで保証情報を申請、更新するユーザーです。
① 保証申請機能
② ⾃⾝が申請した保証情報のみを操作できます。

会社 ⼀般(権限なし)D

２．ユーザーマスタメンテ

●ユーザー権限について

e-Warrantyに登録されたユーザーは以下のユーザー権限が付与され、権限に応じて機能を利⽤できます。

・会社管理者代表、会社管理者権限のユーザーは、新規ユーザーの登録や、ユーザーデータの更新ができます。

・どのユーザー権限の⽅も、ユーザーマスタメンテ画⾯でご⾃⾝のメールアドレスと、パスワードの変更ができます。

・どのユーザー権限の⽅も、ご⾃⾝のユーザー情報を⾃分で変更することはできません。(メールアドレス、パスワード除く)

〜A社のユーザー設定例〜
e-Warranty機能

権限ユーザー名 ⾃社ユーザー
情報更新

⾃社ユーザー
新規登録

保証申請案件の
閲覧・編集

保証書
申請

すべて可B,C,Dを登録可A,B,C,Dの申請案件すべて可能A 管理者代表⼭本様
⾃⾝とC,DC,Dを登録可A,B,C,Dの申請案件すべて可能B 管理者⽥中様
⾃⾝のみ不可A,B,C,Dの申請案件すべて可能C ⼀般(権限あり)佐藤様
⾃⾝のみ不可Dが申請した案件のみ可能D ⼀般(権限なし)鈴⽊様
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●ユーザーマスタメンテ (会社管理者代表、会社管理者権限ユーザーの場合)

STEP１

「ユーザーマスタメンテ」をクリックしてください。

STEP２

ユーザーマスタメンテ画⾯が開きますので、「編集」ボタンをクリックします。

※ユーザー権限に応じて、編集可能な⾏のみ、「編集」ボタンが表⽰されます。
変更したい⾏に「編集」ボタンが表⽰されない場合は、上位権限のユーザーにて編集を⾏ってください。
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STEP３

ユーザー名、メールアドレス、権限など、変更内容を⼊⼒して、「実⾏」ボタンをクリックします。

●会社⼀般(権限あり)、会社⼀般(権限なし)  ユーザーのパスワード変更⽅法

ユーザーマスタメンテの⼀覧にある「編集」ボタンをクリックすると、編集画⾯が開きます。
メールアドレスとパスワードのみ変更できます。

編集画⾯の「パスワード変更」欄には、何も表⽰されません。
・パスワードを変更する場合︓ パスワードを⼊⼒して「実⾏」ボタンをクリックすると、⼊⼒したパスワードに更新されます。
・パスワードを変更しない場合︓ パスワード変更欄には、なにも⼊⼒しないで「実⾏」ボタンをクリックしてください。引き続き、現在の

パスワードを使⽤できます。
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３．ユーザー作成⽅法について

会社管理者代表、会社管理者権限のユーザーは、ユーザーマスタメンテ画⾯より新しいユーザーの追加作成ができます。

STEP１

ユーザーマスタメンテ画⾯の「新規登録」ボタンをクリックします。

STEP２

必要事項を⼊⼒し、「実⾏」ボタンをクリックします。(初期パスワードは⾃動発⾏されます。)

登録が完了すると、⼊⼒したメールアドレス宛に「ユーザー登録確認通知」が届きます。
e-WarrantyのユーザーIDと初期パスワードが記載されていますので、⼤切に保管してください。
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４．販売店マスタメンテ

保証情報登録画⾯に⼊⼒する販売店情報を販売店マスタメンテ画⾯より登録が出来ます。 1ユーザーに対して1つのマスタの為、
会社内で販売店マスタ情報は共有できません。

STEP１

「販売店マスタ」をクリックしてください。

STEP２

1 「新規登録」ボタンをクリックしてください。
2 販売店情報を⼊⼒して「実⾏」ボタンを押すと登録完了します。

※販売店登録後に編集ボタンを押して、情報を変更する事も出来ます。
※販売店検索画⾯で選択した販売店マスタ情報と保証情報は、関連性がないため、

販売店検索画⾯で選択した販売店マスタ情報を販売店マスタメンテ画⾯から変更しても、保証情報の販売店情報は変更されません。
※販売店マスタメンテ画⾯で、同じ販売店を重複登録してしまった場合は削除ボタンがないため、

別の販売店データを登録する時に、要らないデータを上書きで書き換え、再利⽤ください。
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第６章．ファイル作成

１．モジュールシリアルファイル出⼒

e-Warrantyでは出荷したモジュールのシリアルファイルが出⼒できます。
モジュールシリアルファイルを出⼒するには、保証申請⽤番号⼜は販売番号と案件名の⼊⼒が必要です。

・保証申請⽤番号とは【J】から始まる10桁の番号もしくは【008】から始まる10桁の番号です。
（例）J123456-00、0081234567

・販売番号とは【001】から始まる10桁の番号です。（例）0017654321

※出⼒されるモジュールシリアルは、あくまでもご注⽂に対し出荷したモジュールのシリアルであり配送後の⼊れ替えや交換を
⾏った場合は、設置されているものと異なる場合がございます。
保証申請時には設置されているモジュールシリアルが必要となりますので、申請者様で、設置したモジュールと出⼒されたシリアルに
相違ない事を確認ください。

※案件毎に納品されたモジュールシリアルが出⼒されます。
分納されている場合、保証申請⽤番号、販売番号が異なりますが、全ての納品が完了後、いづれかの番号で出⼒すると
案件全てのモジュールシリアルが出⼒されます。
例︓A案件500枚のモジュールを5回に分けて納品している場合、全ての納品完了後、
1回の出⼒で500枚分のモジュールシリアルが出⼒されます。

※出⼒されるモジュールシリアルは分納されている場合、全ての納品完了後、案件全てのモジュールシリアルが出⼒されますが、
製造番号CSVに保証申請⽤番号が表記されていますので、Excelに貼り付け、保証申請⽤番号でフィルタをかけることで
納品毎のモジュールシリアルを抽出することができます。

STEP１

「モジュールシリアルファイル出⼒」をクリックしてください。
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STEP２

シリアルファイル出⼒画⾯が表⽰されますので保証申請⽤番号または販売番号と注⽂時の案件名を
⼊⼒して「CSV出⼒」ボタンを押してください。製造番号CSVファイルが出⼒されます。

※案件名は注⽂時の案件名となります。漢字などの間違いがあるとエラーとなりファイルが出⼒されない場合がございますので
注⽂した際の案件名を正確に⼊⼒してください。注⽂時の案件名は納品書に記載しております。

見 本
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■納品書について
・保証申請⽤番号、販売番号と案件名については納品書で確認が出来ます。
・納品書については3種類ございます。
① 現場納品書

…注⽂いただいた部材が現場に納品される際に添付され、保証申請⽤番号が記載されている納品書
② 得意先納品書（保証申請⽤番号のみ記載）

…部材の受領が確認された後に弊社から注⽂頂いた得意先に発⾏され、保証申請⽤番号のみが記載されている納品書
③ 得意先納品書（保証申請⽤番号、販売番号記載）

…部材の受領が確認された後に弊社から注⽂頂いた得意先に発⾏され、保証申請⽤番号と販売番号が記載されている納
品書

※納品書⾒本については、P.16〜P.18に参考を掲載しておりますのでご参照ください。
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２．検査成績書作成

STEP１

ログイン後、最初の画⾯のメニューにある「検査成績書新規登録」をクリックします。
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STEP2

検査成績書出⼒画⾯が開きますので、「納⼊先」に納⼊先名を⼊⼒してください。

納⼊先⼊⼒⽅法

納⼊先は1⾏24⽂字で2⾏（合計48⽂字）まで⼊⼒可能です。納
⼊先名が⻑い場合は2⾏に分けて⼊⼒してください。

・1⾏で⼊⼒する場合

・2⾏で⼊⼒する場合
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・エラーが無い場合

1 取込エラーが無い場合は⻘⾊の処理が終了したメッセージのみが表⽰されます。

2 「検査成績書登録」ボタン（1）をクリックします。

3 検査成績書作成履歴画⾯に切り替わります。「検査成績書出⼒」ボタンをクリックします。
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STEP3

モジュールシリアル情報を取り込む

モジュール取込

モジュールシリアルの取込⽅法は保証申請時と同様、3つございます。

1. フラッシュレポート（CSV）から取込む場合
2. フラッシュレポート（Excel）から取込む場合
3. ⼿⼊⼒または、コピー貼付けで取込む場合

取込⽅法はの詳細はP.19 2）〜P.22をご参照ください。
※モジュール型名や電気特性が複数存在する場合、1枚の検査成績書で発⾏することはできません。それぞれの型名毎で作成してく
ださい。詳細は 「P.78 エラーが有る場合」 のページを参照ください。

STEP4



eWarrantyシステム －操作マニュアル－

＜検査成績書 サンプル＞
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・エラーが有る場合

〜存在しない製造番号を取り込んだ場合〜

■取込エラーがある場合は、画⾯上部、または取り込んだ製造番号の各⾏に、エラーメッセージが表⽰されます。
・画⾯下部に⻩⾊いメッセージが表⽰されている場合は製造番号に誤りがあります。
（⻘⾊のメッセージは、処理が終わったことをお知らせするメッセージです。エラーではありません。）

〜複数の型式のモジュール製造番号を取り込んだ場合〜

■複数の型式の製造番号を取り込んだ場合は、画⾯上部にエラーメッセージが表⽰されます。
・画⾯上部に⾚⾊でメッセージが表⽰されている場合は製造番号の取込をすることができません。
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〜作成不可な型式のモジュール製造番号を取り込んだ場合〜

■作成不可な型式の製造番号を取り込んだ場合は、画⾯上部にエラーメッセージが表⽰されます。
・画⾯上部に⾚⾊でメッセージが表⽰されている場合は製造番号の取込をすることができません。
・「ZE00150︓型名「CS▲▲-XXXX」のモジュールの検査成績書の発⾏につきましては、お⼿数ですがCSJまで直接ご依頼下さい。」の
メッセージが表⽰されたら当社に作成をご依頼ください。
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〜電気特性が異なるモジュールを取り込んだ場合〜

■電気特性が異なるの製造番号を取り込んだ場合は、画⾯上部にエラーメッセージが表⽰されます。
・画⾯上部に⾚⾊でメッセージが表⽰されている場合は製造番号の取込をすることができません。
・「ZE00143︓電気特性が異なる製造番号が存在します。」のメッセージが表⽰されます。
 その場合は複数の電気特性が混在しているため、検査成績書を分けて作成してください。
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e-Warrantyについての連絡先

■e-Warrantyについてご不明な点がございましたら、弊社コールセンターまでご連絡ください。
   コールセンター︓0120-020-332

E-mail:csj.warranty@csisolar.com
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